
































研究目的

　遺伝性疾患の種類は数千といわれるが,これらのうちには遺伝様式が不明な

もの,不規則なもの,あるいは複雑なものが多く,したがって単純な遺伝様式に

もとづいて遺伝予后の推定値を求めることはできない。複雑な遺伝的要因が関

与する心身障害の発生を予防するためには,おのおのの疾患の成因についての

研究を行う必要があることはいうまでもない。しかし,このような病因の解明

と平行して家系中に出現する罹患者の比率についての可及的信頼のできうる資

料が整備されれば家族単位で疾患の予防についての意志決定を行う時の極めて

重要な根拠とすることができると思われる。


